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令和２年 国勢調査がはじまります‼ 
〇いつ調査するの？
　10月１日㈭を基準日として調査を行います。調査書類は９月14日㈪から配布しますので、回答は10月１日～
７日の間で回答してください。本町に住む、全ての方が対象です。
　本町に来て、３カ月以上の方もしくは３カ月以上滞在予定の方は対象となり、住民票の有無は関係ありません。

〇どのように調査するの？
　調査は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため原則、インターネット回答か郵送での回答となります。
　インターネット回答は「かんたん・安心、安全・エコ」のため、約10分で回答できますので、ぜひご利用ください。

町教育委員会では、川湯中学校で勤務する「公務補」を募集しています。
▶応募要件／町税や町使用料などの滞納がない方　　普通自動車運転免許を有する方
▶雇用条件等／

職種 勤務場所 募集
人員 雇用期間 業務内容 報酬金額 有給

休暇
社会
保険

公務補 川湯中学校 １人  ９月下旬～
令和３年３月下旬 学校維持管理業務 日額 8,470 円 付与 付与

▶勤務時間等／７時～15時30分（１日７時間30分）　　週４日勤務　休日は水・土・日および祝日
▶応募方法／「弟子屈町会計年度任用職員任用申込書」１通を提出してください。郵送も可能です。

（申込用紙は町教育委員会管理課・役場総務課・川湯支所にあります。また、町の公式ホームペ
ージ（http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp）からダウンロ－ドすることもできます。）

▶申込期限／９月11日㈮　17時30分まで
◆問い合わせ及び申込先／町教育委員会管理課総務係☎４８２－２９４５（課直通）まで

「公務補」職の会計年度任用職員を募集しています
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弟子屈町教育委員会からのお知らせ

コミュニティ・スクール
導入へ

（弟子屈小学校、弟子屈中学校）
　コミュニティ・スクールとは、学校運営協議会を設置した学校
のことです。学校運営協議会とは、学校と保護者や地域の皆さん
がともに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させることで、
協働しながら子どもたちの豊かな成長を支え、「地域とともにある
学校づくり」を進める仕組みです。
　町内では、川湯小・中学校、和琴小学校、美留和小学校、奥春
別小学校がすでにコミュニティ・スクールを導入しています。
　弟子屈小・中学校においても、コミュニティ・スクール導入の
準備を進めています。今後は、教育委員会から運営協議委員を10
人程度委嘱し、11月に弟子屈地区学校運営協議会の設置を目指し
ています。

問い合わせ先／弟子屈町教育委員会指導室・管理課
☎４８２－２９４５（課直通）
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ご利用くださいご利用くださいご利用ください 空き家バンク・人財バンク 空き家バンク・人財バンク 空き家バンク・人財バンク
　町で実施している「空き家バンク制度」「人財バンク制度」を紹
介しています。
　８月12日現在、「空き家バンク」で募集している空き家物件は
６件（売買６件）。今月は「登録番号57物件」を紹介します。
　「人財バンク」に登録されているのは、個人登録６人、団体登録
８団体。今月は個人登録番号３「萩原寛暢」を紹介します。
　それぞれの詳しい内容は、町公式ホームページに掲載していま
す。ご覧いただき、ぜひ、ご活用ください。

▼空き家バンクホームページ

　 https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/kurashi_
tetsuzuki/sumai_seikatsu/1/1658.html

▼人財バンクホームページ

　 https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/soshikiichiran/
kyoikuiinkai_shakaikyoikuka/jinzaibank/997.html

空き家バンク 人財バンク

空き家バンク
登録番号 57

▼場所／鈴蘭５丁目３番地115

▼建物／木造二階建て

　　　　３ＬＤＫ

▼建築年／1976年

　　　　　（昭和51年）

▼価格／50万円

▼氏名／萩原 寛暢（はぎわら ひろのぶ）さん

▼分野／自然科学分野における動植物に関する

講師

▼ＰＲ／川湯ＥＭＣ指導員、ツーリ

ズムてしかがガイドマネージャ

ーを経て、現在フリーランス。

　 自然ガイド、木育、自然体験活動

の企画運営を手がけている。北海道認定アウト

ドアガイド（自然）、北海道認定木育マイスタ

ー、弟子屈町移住アドバイザー。

人財バンク
個人登録番号３

　　　　　　　　空き家バンク／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）
　　　　　　　人財バンク／教育委員会社会教育課社会教育係☎４８２‐２９４８（課直通）
問い合わせ先／

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２‐２９１２（課直通）

　近年、国内外において、これまでは考えもつかなかったような自然災害が発生し、新型コロナウイルス感染症拡
大が収まりそうもありません。
　本町においては、地震・ 火山噴火・ 大雨洪水・ 土砂災害および暴風雪などの災害リスクがありますが、７月22
日には、新型コロナウイルスの感染の可能性がある中、避難指示などが発令された場合には、どのように行動すれ
ば良いのかについて、公民館講座の一環で開催し、町民の方など20人が参加しました。
　講座では、役場総務課の中村防災対策監が、「①感染症対策下に開設する避難所では前後左右に２ⅿの間隔を保
持するために避難所の収容数が通常時の３分の１から２分の１程度に減少する。②避難所に入るまでに２回の受付
をする。③一般駐車場と車中泊駐車場を区分けする。④避難所内では手洗いの励行とマスク・スリッパ装着により
感染防止を徹底する。⑤避難所では指示された場所に避難する。⑥車中泊避難や自宅避難での注意事項」など、い
つもの避難とは異なることを説明しました。また、学校の体育館などを避難所とした場合、施設の外に受付を設け
て、検温や体調が悪い方の確認や、入口付近で詳細な受付を行った
後、指定された場所に移動します。さらに、避難所内では食堂スペー
スを分離するとともに、食卓では間隔を取って座り、食べまわしは
厳禁、使い捨て食器を使用するなどについて説明を行いました。
　新型コロナウイルス感染症対策で、大人数での講座や勉強会は行
えませんが、20人程度であれば自治会やサークル、事業所単位で開
催することはできますし、休日などの開催の要望も受け付けします
ので、お気軽にご相談ください。

新型コロナウイルス感染症と
災害時における避難方法のあり方

防災ワンポイントコーナー

公民館講座での様子


